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5) H. Felfel， DiB A錫wendba品。itdBI' mode開削 ]{roditsokiJpfung.sZehreaufめebes叫 dcye
Art d，田 Spa晴山S帥 geschi:tfts，1959 なお，ファイアェルが，貯巷金車の信用創造の問題を取上
げるに宣った芭接の動機は.1955年 8月にドイツ ννダー ・パンクポ貯菩預金に対ナる量底準
備串をヨ[1:げたことを契機として起った諸ド学者間の論争に端を発していることは興味深い。これ
については，以下の論文春照。
Mω~atsbe1icht dB'1 Bank deutscher IUlnder， August 195民 S.6; Leonhard Gleske. "Kre. 
di taktivlt批へ Zeitschr'lftfiit das gesamte Kl'ed出国帆 Fr.国lkfud，8. Jaluga唱， Hdt22，15 
Nov. 1955. S. 814 f.; Helmut Mayer， . Die “multiple ，.Geldschopfung der Banken"，. Zeie. 
schYif辺jUYdas gesamte Kreditwesen，札]ahrgang，Heft 6， 1956， S.814 f 




































































ある o 銀行によッて創造される貨幣は， ただ振替貨幣 (Giralgeld)の形態令と
りうるにすぎなし、から，銀行の供与する信用はすへて振替的に創造されるとい































































































































































ン (Stucken)であるが. 彼はそれに代。て， 個別銀行の信用創造の可能性を証明している。
Stucken. Geld und Kredit. 58. 68-69毒照巳




























32 (198) 錯 100巻第3号
ない町。なお，ここで一定の前提とは， 一つは同一歩調の原理壱さすものと思

























































































































替的に支出きれ，現金流出はないものとする)。 しかし， この場合， 活動貨幣量は
不変にとどまっている筈である。不活動貨幣が，預金貨幣として活動化したに














ファイフェルの信用創造の概念 (203) 37 
貨幣量を M.，その流通速度を V" 銀行から追加的に流出する貨幣流量を L1E，






L1v. とすれば，いま仮定によって V. が一定である限り • .JE= L1M. 1:なる。
主た，.JE~ .JM+ .Jのにおいて L1M=O とすれば • .JE= L1vとして流通速度の
変化として表わされる。 .JE=L1Mι の場合， この L11叫がし、わゆる不活動貨幣
の活動化によるのか， あるいは .JM=.JM.の意味の貨幣創造か， 明確に区別



















































ない貨幣，すなわち営業銀行貨幣 (Geschaftsbankgeld) でもって， 支払を行う
と止がで雪る点である。したがって，受動的業務において流入する貨幣を必要
としないのである。信用供与から生ずる能動的信用量は，決して先行する受動
的業務を前提とするものでなく，むしろ，受動的業務は同時的な信用供与の反
映にすぎないのである。
したがって，信用創造にとって決定的なことは，信用を供与Tる銀行が営業
銀行貨幣でもって，支払をなしうることである。支払取引の一定の制度的仕組
が，かかる信用創造を可能にする。しかも，特記すべきことは，この支払取引
は，受動的業務の運営ばかりでなく能動的業務の運営においても生ずることで
ある。したがって，銀行信用創造の可能性の問題は，ただ信用供与の基礎にある
預金の支払技術的特性の問題の解明のみでは十分でない。ファイフェノレは貯蓄
銀行の信用創造首色力の問題は，その受動的業務と能動的業務の両者にお付る支
払取引の展開を十分に研究することによって得られる筈であるとしづ。特に，
貯蓄性預金は振替的に支払に使用されないとしても，貯蓄銀行には，なお，現
金を用いないで支払を行う余地が残されている筈である D 特に，彼は銀行の債
務者，すなわち借手から借手への支払によって，営業銀行貨幣の創造されると
ころに，信用創造の一つの可能性のあることを強調する。したがって，ある意
味では，今日の銀行の資産選択の問題も新しい意味の信用創造に結びついてい
るわけで，このことは，ガーリーとV ョウ等をめぐる議論においてもすでに指
摘されていた点であるが，ファイブ z ノレは，これ壱銀行の信用創造として，貯
40. (206) 勢1凹巻第3号
蓄金庫にその適用を試みようとするわけである。
なお，伝統的意味においては，貨幣はストックの概念であり，信用創造はそ
の増分である。しかるに，ファイフェノンは信用創造の概念壱フロー，すなわち
貨幣流量の増分としτ把握せんと試みる。たしかに，この試みは極めてユニー
グであり，従来。銀行信用活動の考察方法に対して，新分野を開拓したものと
いえよう U しかし，その信用創造の概念は，統計的，数量的に把極し難いとい
う欠陥をもち，またその信用創造の理論的可能限度の算出も必ずしも容易とほ
思われない。これらの問題をし、かに解決するか，しかもそれを従来の概念とい
かに統一的に解決するか，が別の意味で残きれた課題でもある。貨幣流量の増
分としてのファイフェノレの信用創造の概念は，なお検討の余地が多〈残されて
いるものと思われる。
